
 

 

 

 

 

 

 近年、近視の子どもが増えています。文部科学省の調査によると、２００４年度に視力 

１．０未満の中学生は約４８％でしたが、２０２４年度には約６１％と大幅に増加していました。 

近視予防のためには、生活の中でどういったことに気をつければいいのか、確認しましょう。 
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★保護者の皆様へ★ 

１学期に実施した視力検査の結果で、受診がお済みでない生徒、学校へ受診報告がない生徒へ再度通知を

配付いたします。視力低下をそのままにしておくと、目が疲れやすくなったり、肩こりになったり、体調不良を訴える

場合もあります。早期に受診し、適切な処置を行ってください。また、受診結果報告のご協力をお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近では、スマホやタブレット、携帯ゲーム機を至近距離で長時間見続けた影響で視力が悪化したり、横になった

状態で見続けたために「斜視」という疾患を発症したりするケースも増えています。とくに斜視は、手術が必要になる

場合や将来の職業選択（就きたい仕事を選べない）に影響を及ぼします。便利な道具で体を壊してしまっては意味

がありません。電子機器の使用方法や使用時間、読書や学習するときも含めた日常生活を見直しましょう。 

 

 

すっかり秋らしい季節になり、朝晩涼しくなってきました。日中との気温差が大きく、体調を崩しやす 

い時期とも言えます。衣服で体温調節し、「手洗い・うがい」、マスクの着用、人混みを避ける等の基本的 

な予防対策を継続してください。 

 学校行事が控えていますので、感染症の罹患者が 

増えないように日頃から「早寝・早起き」で体調を 

崩さないように気をつけましょう。 

「近視」「遠視」「乱視」これらすべて、視力に異常がある

ときに使う言葉です。 

目の中には、カメラのレンズにあたる水晶体という部分が

あります。水晶体のピントが合わなくなるとハッキリと見えなく

なってしまいます。カメラもピントが合わないとぼやけた写真

になってしまいますよね？ 

この現象が、目の中で起きているのです。 


